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1 町では雪が舞っていました。黄昏どきになり、窓から見えるクリスマスツリーがキラキラ光っています。

2 マリアは窓のガラスから鼻を離して、調理台に戻りました。お母さんがタマーレを作る手伝いをし、大人のようにふるまっていました。

手はこね玉でベトベトです。
お母さんが、「とってもよくできたわ」と言ってくれました。

3 マリアはうれしそうにこね玉をこねました。
おかあさんのエプロンをして、すっかり大人になった気分でした。
お母さんは、口紅や香水をつけることも許してくれました。　
「ああ、お母さんの指輪もはめさせてもらえたらなあ。」と、マリアは心の中で思いました。

4 お母さんは台所のカウンターにダイヤモンドの指輪を置いたままにしていました。
マリアはその指輪が大好きでした。まるでクリスマスの木にようにキラキラ輝くところが大好きでした。
電話がかかってきたので、お母さんが電話にでようと台所を離れたとき、マリアはがまんできなくなりました。エプロンで手を拭くと、ドアの方を振り返ってみました。
5「ちょっとだけ、指輪をはめてみよう」マリアはつぶやきました。

6 親指にはめた指輪はキラキラ輝きました
7 マリアはまた、タマーレのこね玉をこねはじめました。手を上下に動かしてこねるたびに、親指にはめた指輪が見えなくなったり、ネバネバのかたまりから見えたりしました。やがてお母さんは戻ってきて、マリアからボールを受け取ると、こう言いました。

「あとはお父さんの番よ。お父さんを呼んで来てちょうだい」

8 今度は3人で、とうもろこしの皮の上にこね玉をのばし始めました。お父さんは皮の中央にスプーン一杯のひき肉をポトンと落として、皮を折りたたみました。それを、お父さんがストーブにかかっている大鍋に入れました。

おいしそうな香りの湯気で窓が白く曇る頃には、全部で２４個のタマーレができあがりました。

9 しばらくすると、抱えきれないほどのピカピカのプレゼントを手に、みんながやってきました。やってきたのはマリアのおじいさん、おばあさん、おじさん、おばさん、いとこのドロレスとテレサとダニーです。

10 マリアはひとりひとりにあいさつのキスをしました。それからマリアはドロレスの腕をグイとつかむと、他のいとこたちも引き連れて二階に上り、部屋で一緒に遊びました。

11 マリアといとこたちは、新聞の写真を切り抜きました。こんなのがもらえたらいいなと思うおもちゃの写真を切り抜き包装して、クリスマスツリーの下のに置くのです。マリアは、真珠のネックレスの写真を切りました。そのときです。突然ショックが身体じゅうをかけめぐりました。

12 「指輪！」マリアは叫び声をあげました。いとこたちはいっせいに彼女を見ました。「何の指輪？」とドロレスが聞きました。マリアは返事もせず一目散に台所へ走って行きました。
13 湯気のたったタマーレが、大きなお皿に積み上げられていました。指輪はその中にきっとあるはず、とマリアは心の中で思いました。こね玉をこねているときに指からぬけたに違いないわ。

ドロレス、テレサ、ダニーも、マリアの後ろにすべるようにやってきました。

14 「手伝ってちょうだい！」マリアが叫ぶと、
みんなは顔を見合わせました。「どうしろっていうの？」最初に甲高い声でたずねたのはダニーです。
「食べるのよ。もしも固いものをかんだみたいだったら、教えてちょうだい。」

15 4人は食べ始めました。皮をひきちぎり、ガブリとかみました。一つ目はおいしかったし、二つ目はさらにおいしかったのですが、三つ目となるとさすがに飽きてきました。

「もっと食べるのよ。」とマリアは怒ったように言いました。

コーンの皮が床にゴミとなってひろがりました。胃袋はパンパンに張って痛いほどでしたが、いとこたちは食べ続け、とうとう残り一枚のところまできました。

16 「これに違いないわ。この中にきっと指輪があるわ。さあ、一人ずつ一口食べてみましょう。ダニー、あなたが先よ。」とマリアが言いました。
ダニ―は一番年下なので、文句は言えません。一口食べてみました。なにも出てきません。

17 次はドロレスの番です。何も出てきません。今度はテレサが思い切りがぶりとかみつきました。しかし、やっぱりはいっていません。さあ、マリアの番です。深呼吸してゆっくり、そっと、最後のタマーレを口いっぱいにほうばりました。

18 ありません！
「固いものをかんだ人は誰もいないの？」とマリアは尋ねました。
ダニーは顔をしかめました。「固いものを飲み込んでしまったかも・・・」

「飲み込んだですって！」マリアはギョッして叫び、ダニーの口の中を覗きました。

「私、固いものは食べなかったけど、気分が悪くなったわ」とテレサが言い、両手でおなかをおさえました。マリアはテレサの口の中をのぞく気にはなれませんでした。

マリアは床に身を投げ出してワンワン泣きたいような気持ちでした。指輪はいとこののどの奥か、ひょっとすれば、胃袋の中にあるのです。どうやってこのことをお母さんに言えるでしょう。
「でも言わなくちゃ。」と、マリアは思いました。

19 大人たちがすわって話している部屋に入ると、マリアの目から涙があふれてきました。

20 おしゃべりの声が大きすぎて、なかなか割り込めません。
とうとうマリアはおかあさんの袖を引っ張りました。

21 「どうしたの？」お母さんはマリアの手を取って言いました。

「ちょっと悪いことをしたの。」とマリアはしゃくりあげました。

「何したの？」とお母さんは尋ねました。

マリアは、ダニーのおなかにあるすてきな指輪のことを考え、うちあけようと覚悟を決めました。

そのとき、マリアははっと息をのみました。指輪をお母さんがつけているのです。相変わらずキラキラ輝いて。
「指輪だわ！」とマリアは思わず叫びそうになりました。

お母さんは乾いたねり玉のカスをはがし「これであなたは遊んでいたのよね」とやさしく微笑みなが言いました。

22 「つけてみたかったんですもの。」マリアは敷き物に目を落として言いました。それから、子どもたちみんながどうしてタマーレを食べてしまったこともすっかりうちあけました。母さんは指輪をちょっと動かしました。指輪はキラッと
銀色に光りました。マリアが顔を上げると、ローザおばさんも彼女に向かってウィンクしました。

23 「さーて、どうやらもう一回タマーレを作らなくちゃならないようね」とローザおばさんはにこやかに言いました。

24 みんなが冗談を言い、笑いながら台所に集まりました。マリアもふくれたお腹を押さえて台所に入りました。最初に、ローザおばさんの隣でボール一杯の練り玉をこね始めたときには、まだ泣き出したい気分でした。せっせ、せっせと手を上げ下げしていると、まぶたに残っていた涙がボールの中にこぼれ落ち、ほんの一瞬、マリアの指にのっかって、宝石のようにキラリと光りました。

25 それから、ローザおばさんが肘でマリアのことをそっとつついて言いました。「ほら、そんなに悪くはないわよ。2回目のタマーレ２４個の方が、1回目の２４個よりずっと味がいいものよ。そうでしょ？」

部屋の反対側でそれを聞いていたドロレス、テレサ、ダニーは、その２４個という量に、ウエーと悲鳴をあげました。

26 すると、マリアはこみ上げる笑いを抑えきれずに、大きな声で笑ってしまいました。つられて誰もかれもが、お母さんまでもが声をあげて笑っています。マリアはねり玉のボールに手を入れなおしましたが、その目にはもう涙は残っていませんでした。
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